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第９期八潮市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画（案）に対する 
意見と対応 

 

 

１ 意見募集期間 

  令和５年１１月２２日（水）から令和５年１２月２１日（木）まで（３０日間） 

２ 意見提出者数・件数   

提出者数１人 提出件数２件 

３ 意見と市の考え方 

  反映の区分 

   Ａ：意見を反映し、案を修正する（した）          件 

   Ｂ：すでに案で対応している                件 

   Ｃ：案の修正はしないが、実施段階で参考としていく    ２件 

   Ｄ：意見を反映できなかった（しない）           件 

   Ｅ：その他（計画とは関係ない意見）            件 

 

 

意見 ご意見の要旨 市の対応・考え方 
反映

区分 

●意見１ 

 

若年性認知症や脳卒中の後遺症で

高次脳機能障害となった第２号被保

険者について、介護保険サービスの

中での支援体制を整備すると共に、

障がい福祉担当と連携のうえ、早期

に発見・対応して精神障がい者保健

福祉手帳の取得を促し、介護保険サ

ービスと併用できる障がい福祉サー

ビスや障がい年金制度などに繋げて

いく施策を位置付けてください。 

第２号被保険者で特定疾病により介

護保険サービスが必要となった場合に

は、６５歳以上の方と同様に、介護支

援専門員等によるアセスメントの上必

要なサービスが提供されるようケアプ

ランを作成します。 

介護支援専門員等は、精神障がい者

保健福祉手帳の取得や障がい福祉サー

ビスの利用、障がい年金制度について、

障がい福祉担当への相談や調整、助言

を受けるなど、対象の方の状態に応じ

て対応をしています。 

また、計画の「（１）認知症に関する

啓発の推進」において、啓発活動の充

実と関係部署との連携について記載し

ており、引き続き、必要な方に必要な

サービスが提供できるよう、啓発活動

Ｃ 
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等に努めてまいります。 

記載については、計画案のとおりと

させていただきます。 

●意見２ 

 

 「ア）オレンジカフェの充実」に、

若年性認知症や高次脳機能障害の方

を対象にしたカフェの開催について

記すと共に、「エ）認知症ケア相談室」

に、若年性認知症や高次脳機能障害

の方への支援で障がい福祉担当に繋

げる役割を明記してください。 

本市のオレンジカフェは、認知症に

なっても安心して暮らせる地域づくり

を支援することを目的として実施して

おり、若年性認知症や高次脳機能障が

いの方を含め、どなたでも参加するこ

とができる集いの場です。 

ご意見の若年性認知症や高次脳機能

障がいの方を対象にしたカフェの開催

については、実施段階での参考とさせ

ていただきます。 

また、認知症ケア相談室は各地域包

括支援センター設置し、家族介護者等

に認知症ケアに関する困りごとの相談

や介護技術の助言等を行うもので、必

要に応じて関係機関との連携を図って

おります。 

記載については、計画案のとおりと

させていただきます。 

Ｃ 

 

＜参考＞計画より抜粋 

（１）認知症等に関する啓発の推進 

認知症の人やその家族が地域で自分らしく暮らし続けるためには、地域の住民や事業者等が認

知症のことを十分に理解し、認知症の人を支える気持ちを持つことが重要です。認知症になって

も、誰もが住み慣れた地域で安心して暮らすことができるよう、認知症に関する正しい知識と理

解の普及に努めます。 

また、若年性認知症や脳卒中の後遺症等による「高次脳機能障がい」の人等への理解を深めて

もらうよう啓発活動の充実に努めるとともに、関係部署との連携を図ります。 


